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「‾旅 行 」 を 活 用 し た 地 理 学 習 の カ リ キ ュ ラ ム 構 想
Ａ Proposal for Designing Geography Curriculum Focusing ｏｎ “Ｔｏｕｒ”
Ｉ　 問 題 の 所 在
地 理 教 育 の 危 機 が 学 会 レ ベ ル で も 論 じ ら れ る1 ）。
地 理 教 育 の 危 機 と 関 わ り ， 小 学 校 社 会 科 地 理 学 習
に ６ つ の 批 判 が あ る （斉藤1989,  pp.46-47 ; 斉藤, 1996 ;
篠原, 1991, pp.11-18 ; 篠原, 1993,  pp.81-117 ；田中, 1996) 。
（1） 同 心 円 拡 大 原 理 の 固 執 と そ の 弊 害 。
（2） 子 供 の 発 達 段 階 と 乖 離 し た 産 業 学 習 。
（3） 地 理 学 習 の 比 重 の 強 い 小 学 校 ５ 年 生 ま で の 社
会 科 学 習 で の 嫌 厭 傾 向
Ｏ
（4） 世 界 に 関 す る 学 習 （世 界 地 誌 ） の 欠 如 。
（5） 中 学 校 社 会 科 地 理 的 分 野 と の 関 連 院 の 薄 弱 さ 。
（6） 地 名 教 育 の 軽 視 。
こ れ ら の 問 題 に 次 の 対 策 が 挙 げ ら れ て い る 。 小
学 校 の 中 ・ 高 学 年 は 博 物 的 知 識 に 関 心 を 示 し ， 記
憶 へ の 抵 抗 が 少 な い 故 ， 日 本 地 誌 と 世 界 地 誌 を 配
置 す る 。 こ れ は 匚小 学 校 の 中 ・ 高 学 年 の 地 理 的 内
容 の 学 習 は ， 系 統 地 理 的 な 思 考 力 を 要 す る 学 習 で
は な く， 子 供 に 未 知 の 世 界 へ の 夢 を か き た て る よ
う な 魅 力 あ る 地 誌 の 授 業 を 主 体 と す る の が よ い 」
（篠 原, 1993^  p.83) と の 考 え で あ る 。 そ の 際 地 名 学
習 に も 配 慮 す る 。 産 業 学 習 は 系 統 地 理 と し て 高 等
学 校 に 位 置 づ け る 。
「’（地理教 育 は， 引用 者補足） 教 育 理 念 に お い て ， 社
会 科 教 育 の 理 念 と は 必 ず し も 整 合 す る も の で は な
か っ た 。 そ れ は 特 に ， 総 合 社 会 科 を 標 榜 す る 小 学
校 の 社 会 科 に お い て 顕 著 で あ り ， 地 理 教 育 の 問 題
は 小 学 校 の 社 会 科 教 育 に お い て 大 き な 問 題 点 を か
か え て い る と い わ れ て き た 」（篠原, 1991,  p.ll) と
言 わ れ る 。（1 ）～（6 ）は 小 学 校 社 会 科 地 理 学 習 の 抜
本 的 な 改 革 を 迫 る も の で あ る 。 さ ら に ， 生 活 科 創
設 で 地 理 教 育 の 体 系 も 問 わ れ て い る 。 伊 藤(1997)
は 生 活 科 創 設 後 の 地 理 教 育 の 体 系 化 を 考 察 し ， 社
会 科 を 社 会 科 学 科 と せ ず 公 民 的 資 質 育 成 の 教 科 と
す れ ば ， 先 の 理 念 の 不 整 合 は 無 く な る こ と ， 社 会



































地 域調 査 が強 調さ れ る平 成10 年 度学 習 指導 要 領
実施 を前 に 匚小学 校 ３年 生 が担任 と時間を か けて
取 り組ん でい る『調 べ学 習 』 の足下 にも及 ば ない
ので は」（井上，r）｡35） と危惧 す る中学 校 の状 況 か
おる。各 校種で ど こまで地 理学習 を進 める べきか
不 明確で あ るのは，大 きな 問題で あ る。
と ころで，一貫 カリ キュ ラムの構想 には困難 が
あ る。教 員人 事 は校 種内で 完結 し，各校 種 が一 同
に会す る機会 もな い。 他 の校種 の様子 が分 かる教
員 は皆無 に近 い。校 種内で 全て が完結 し， とりあ
え ず 厂小 ・中 ・高一 貫 の地 理学習 」 が緊急 課題 に
はな らない。多 忙 な現場 は緊急 課題 が他 にある。
か くて，「‾小 ・中 ・高一 貫 の地 理学 習」 が枕言 葉
の如 く使 われる。 ま た， 中 ・高 校以上 が地 理教育
の話 題 にな りが ちで，小学 校地 理教育 は等 閑視 さ
れる。 小学 校地理 学習 の実践 者 と研 究者 の少な さ
が背 景 にある。 これ も一貫 カ リキュ ラムを 構想 す
る際 に困難 を生 んでい るｏ
こ の困難 性 の打 破 には，大 関 のよう に小 ・中 ・
高一 貫 の一 定 テ ーマで のカ リ キュラ ム構成 が現実
的 で効果 的であ る。 その際，ｉ 一定 テーマで の構
成 で も他 の主要 テ ーマ も射 程に入 れてい るこ と，
ii各校種 ご との課題を クリヤ ーしてい るこ と， が
課 題 となる。
平成10 年 度 学習 指 導要 頷下 の中学 校地 理的 分
野 は， 様 々な 問題 が指 摘 さ れて い る。 厂『毎 日の
授業 す ら』追 いか けられて い る事 が多い です。 一
中 略－ こ のよ うな現 状を 無 視 して40 人 の子 ど も
を 連 れだし 現地見学 ・調査を さ せ一 緒 に『調 べ学
習 』 を やれ!! とい うのだから恐 ろしい ものだ。」（井
上, 2001, p.35) とい う声 か お る。 荒 れ る ク ラ スで
地 域調査を した ら生 徒がい な くな る ので は と危惧
もさ れて い る。 厂調 べ学 習」 で 匚生 徒達 が 得 た知
識 は，行政 な どが発行 し た統計 やパ ンフなど の内
容 と大差 な く」（豊田, 2001, p｡9），「調 べ学 習」 のイ
ンタ ーネットで 得た情 報を 「ど うみ るか， ど う考
え るかの力 はこ れまで のように地理学習 の『内容』
を し っか り考え るこ とでし か解決 しない。 情報 を
ど う手 に入 れる かだ け わか って も力 に な らない 」
（大谷, 2001, p.20) と言 わ れる。 生 涯 学 習 の点 か ら
学 び方を重 視 し地 誌学習 を な くしたに して も，生











































で もあ る。地 理 より歴史 が好 ま れる所 以で あ る。
今後 は地理 で も 匚物 語性」 の高 い学 びが求 め られ
よ う4）Ｏ
寺 本(2002,  p.13) は， 匚物語 性」 導入 の地 理 学
習 の窓 口 に「‾人物」 厂景観」「‾移動 」を 挙げ る。 IV
2 の テ ー マと 関連 す る キ ーワ ー ドで あ る。 寺 本
(2002, p.15) は，「‾地 理学 習 の物 語性 を高 める た め
の指 導 と は一中略－， 児 童 ・生 徒 自 らそ の物 語 の
中 に入 る こと だろ う。 旅 行 記を 題材 とし た ら，
『自分 だ っ た ら， どの コ ースで旅 を す るか 』 とか
考 え さ せ」 る と し， 匚物 語 性 」 を高 め る 指 導 に
［比 較 さ せ る］「ド ラマ化 さ せ る」 匚図 解を 作 らせ
る」 を挙 げ る。 これら指導 法 は「旅行」 を活用 し
た地 理 学習 で行 わ れてい る5）。 人生 は 匚物 語」 と
言 わ れ， 匚旅」 く「旅行」より「旅」が適切尸 ）に も例 え
られる。「‾旅行」 そ の ものが 匚物語」 で ある。「旅
行」 を活 用し た地 理学 習 は 匚物語 性」導 入 の窓 口
と指導 法を備え，魅力あ る地 理学 習 の契機 となる。
厂自 らそ の物 語 の中 に入 る」 のは 匚当 事者性 」
の高 い学 び の点 か ら重 要で ある。 こ の学 び と関 わ
り， 厂旅」 の 「成 長物 語」 に注 目 したい 。宮 崎 駿
の『魔女 の宅急 便』 や 『ものの け姫』 は， 登場 人
物 が 厂旅」 で様 々な こと に出会い成長 する物語 で
あ る。『千 と千 尋 の神隠 し』 も千 尋 が不 思議 な町
に迷 い 込 み逞 し く なる過程 を描 く7）。宮 崎 駿 の映
画 に人 気 か おる の も，「‾旅 」 に埋 め込 ま れた成長
物 語 を 掘 り 起 こす 作 業 に共 感 す るか らで あ る。
























生 き方 （成長） と結びつく学習となる。 それは
「‾当事者性」 の高い学びであり，子供が学ぶ 厂意
味」を感じられる真正な学びでもある。
Iｖr 旅 行」 を活 用 した地 理学 習 のカ リ キ ュラム
試案
１　「 旅行」 を 活 用 した従 来 の地 理 学習 と その
類 型
目的 一手段 のカ テゴ リーで分類 した井 田(1997)
を 踏 まえ， 匚旅行 」 を活 用 し た地理 学習 を類 型 化
し た伊 藤（2001）は， 直 接 体 験を し て地 域 観 察 や
読 図 の場 の設定 が可能 な修学 旅 行や遠足 等が位 置
づ け られて いな か った8 ）。 そこ で， 修 学旅 行 や遠
足等 も射 程 に入 れ， 直接体 験 一間接 体 験と目的 一
手段 の２軸で類 型化 する9 ）（図1 ，番号は註9 の文献番
号）。
（Ｉ） は 匚旅行 」 を直 接体 験し手段 とす る。 中
学 校 皿20 ）と高 校(29,  32) に見 られ，地 理学 習
を意 識 した修学 旅行 や遠足， 巡検等 であ る。修 学
旅 行や遠足 等を 厂授業 で はな く結 果 として全員 が
『地 理 的 』 な も の（読図や観察方法等，引用者補足） を
学 べる学校 行事」（関バ995, p.60) と して 利用す るｏ
小学 校 に（Ｉ）がない のは， 歴史 に特化す る修学 旅
行 が原因 であろ う。
（Ｈ）は 厂旅 行」 を 間接 体 験 し手 段 と す る。 匚授
(  I ) 18, 2θ，既 お





業 者あ るい は生 徒 の旅行 の経験 に基づ き」，匚授業
者 や生 徒 の目を 通 して地域 を見 つ め， そ れを 緒 と
して その地域 の学習 がな さ れ」， 匚旅行 体験 や紀行
文 が重 要 な教 材」 で， 厂授業 者や生 徒 が撮 影 し た
写真， スライド， ビデ オなどを 効果 的に用 いる」
（井田, 1997, p｡63）。（ｎ） は授業 者 の旅 行 体 験を基
に した教材 研究 が有 効で あり専 門性 が問 われる の
で，高 校(25,  26, 31) のみであ る。
（Ⅲ ） は 「旅 行」 を 間接 体験 し 目 的 とす る。
「‾観光 地 理学 の成 果 が導 入 さ れ」， 匚ど のよ うな地
域 に 旅 行 者 が多 く， そ の 理 由 は 何 」 か と い う
匚『旅 行 の地 理』 であ る」（井田バ997, p.63)。 観光地
理学 の成果 を導 入す る性格上 ，（Ⅲ） も高 校(28,
30バｎ）の みで ある。
（IV ） は 匚旅 行」を 直接体 験 し目的 とす る。 旅
行 の み目 的 とす る学習 は存 在しえ ず， この タイプ
はない。
（Ｖ） は 匚旅行 」 を 直接 体 験し目 的 と手段 とす
る。 小学 校 低 ・中学 年(1,  2,  3,  5) と中・ 高
校(21,  24, 33) に見 られる。生活 科 の「‾た んけん」
や 匚り ょこ う」， 小 ３の地 域学習 の 匚探 検」， 中・
高 校 の野 外観察 ・調 査や地 理学習 を意識 し た修学
旅行等 がある。「旅行 ぱ 物 ”を見で ナル ホド”
とう なず く見 学学 習 で はな く，“人 ” に会 い共 に
働 く中 で “○ ○ ハ コ ウ ア ル ベキ ニ チ ガ イ ナ イ”
“○○ ハ コウアル ベキ ダ” と自分 の考え を述 べな
が ら相手 の人 か ら解答 を見 出して 来 る。 そ して最
終 的 にはそ れを 鏡 にして 自分 の姿 （生 き方）を 写
して 今後 の生 き方 に気 づ く」（木村, 1988, p｡205 )
ように， 中・高校で は人 と の出会い から 匚生 き方」
を 学 ぶ のが特 徴で ，「旅 行」 の 厂成 長物 語」 と関
わる学習 であ る。
（Ⅵ） は 匚旅行」を 間接 体験し目的 と手 段とし，
低 学年 か ら高 校 まで 見 られ る。 匚生 徒 が自 分で立
て た旅 行計画で，旅行 の シミュレ ーショ ンをして，
な ぜそ のよ うな 旅行計 画を立 て たのか， そ して 旅
行先 の地 域 の特 徴 は何 な のか とい った ことを地 理
的 に探究」（井田バ997 べ）｡63）す る 匚シ ミュレ ー ショ
ン旅行 法」 で あ る。（VI ） には， ａ 匚シ ミュ レ ー
ショ ン旅 行計画」，ｂ 厂シ ミュレ ー ション紀行」，
ｃ１ 匚短 期滞在 によ る シミュレ ー ショ ン旅行計画
＆ シ ミュレ ーショ ン紀 行Ｊ ｃ ２ 匚長 期滞 在によ る
－ ４－
シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 旅 行 計 画 ＆ シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 紀
行 」 か お る （伊藤, 2001,  p.66) 。（ Ⅵ ） は 匚生 徒 や 児
童 の 主 体 性 を 育 て ， 価 値 判 断 ・ 意 思 決 定 能 力 や 情
報 処 理 能 力 の 育 成 を 図 ろ う と 」 し ， 匚地 域 に 主 体
的 に 関 わ り ， 自 分 と の 関 係 で 理 解 し て い く 点 で 大
変 有 効 で あ り ， 興 味 ・ 関 心 の 喚 起 に 繋 が 」 り ， 校
種 を 問 わ ず 活 用 で き る （伊藤, 2001,  p.72)。
以 上 ， 匚旅 行 」 を 活 用 し た 地 理 学 習 を 類 型 化 し ，
次 の 知 見 が 得 ら れ た 。 タ イ プ（ Ⅵ ）が 校 種 を 問 わ ず
導 入 可 能 で あ り 効 果 も あ る 。 そ こ で ， タ イ プ（ ＶＤ
を 校 種 に 関 係 な く 配 置 す る 。 特 に ，「 地 域 全 体 の
特 色 を 体 系 的 ・ 秩 序 的 に 把 握 」 で き ， 匚生 徒 が よ
り 望 ま し く な い 価 値 」 や 匚絶 対 的 に 望 ま し く な い
価 値 」 を 選 択 し た 際 の 対 応 を 子 供 自 ら が 行 う シ ス
テ ム が あ る（ Ⅵ ） ｃ ２ は ， 時 間 の 許 す 限 り 匚旅 行 」
を 活 用 し た 地 理 学 習 で め ざ し て い き た い （伊藤, 2001,
p.73)。 次 に タ イ プ（ Ｉ ）は ， 高 学 年 や 中 ・ 高 校 学 校
で 行 事 を 上 手 に 活 用 し ， 社 会 科 地 理 学 習 と の 関 連
を 図 る 形 で 配 置 す る 。 そ の 際 ， 読 図 や 野 外 観 察 だ
け で な く ， タ イ プ（ｖ ） の 人 と の 出 会 い か ら 匚生
き 方 」 を 学 ぶ 匚旅 行 」 の 匚成 長 物 語 」 と し て の 学
び を 組 み 込 ん だ も の に す る 。 小 学 校 低 ・ 中 学 年 で
は ， タ イ プ（ Ｖ ） は 生 活 科 及 び 社 会 科 の 学 習 に 明
確 に 位 置 づ け 実 施 す る 。 タ イ プ（ Ｈ ） と タ イ プ（ Ⅲ ）
は ， 高 校 に 位 置 づ け ， 小 ・ 中 学 校 で は 考 え な い 。
２ 「 旅 行 」 を 活 用 し た 地 理 学 習 の テ ー マ
現 場 に 即 さ な い と 画 餅 に な る 。 ま ず ， １ で 検 討
し た 実 践 か ら 学 習 テ ー マ を 抽 出 し ， 実 践 さ れ た 学
年 を 考 慮 し て 次 の よ う に 配 列 し た （番号 は註 ９に対
応）。
た ん け ん(1,  2, 3, 5), り ょ こ う(1,  3), 場 所CI,  2,
3, 34,  35), 企 画 （L 2, 3,  4, 7, 8, 11, 13, 15, 17, 19,  22,
23, 27), 地 図(1,  2, 3, 4, 5, 10, 11, 15,  19, 23, 29, 32),
旅 行 先 の 自 然 景 観(1,3,  5, 6, 7, 8, 9, 10,  12, 13, 14, 17,
18, 21, 22, 23, 24, 25, 26, 28, 31,33, 34, 35), 交 通(6,  10,
13, 15, 17, 22,  23, 30, 31), 旅 行 ・ 観 光 し た 地 域 の 産 業
(6, 10, 13, 16, 17, 20,  21, 22, 23, 25,  28, 31), 人 と の 出
会 い(1,  2, 3, 5, 13,  14, 2 工, 26, 27, 33), 旅 行 先 の 文 化
(6, 7, 8, 9,10,12,  13,14,17,18,  22, 23, 25, 26, 27, 31, 34,
35), 旅 行 ・観 光 し た地 域 の 歴 史(13,  17, 18, 20, 24, 27,
31, 33), 貿 易 を 通 し た 日 本 と の つ な が り(13,  16, 17),
紀 行 文 ・ 旅 行 日 記(12,  13, 15, 16, 34, 35), 観 光 地 域 の








































く貿 易を通 した日本 とのつ
ながり〉
Ｏ「 旅行計画」く場所, 位置 ，日程,地
図 地球儀, 企 画〉
Ｏ「 旅行 先の 自然」〈気 候， 地形〉
Ｏ「旅行先 の文ｨﾋ」く衣食住 に関 わる
異文ｨﾋ〉
○厂旅行 と歴史 」く旅行 した地域 の歴
史〉
Ｏ「産業」 〈旅行 した地 域の産業〉
○匚旅行 と宗教」く各地 におけ る宗教
の様子〉
Ｏ「貿易」
く交易 と旅 行，貿易を 通した日本 と
のっ ながり〉
○厂旅行 計画」く場所, 位置，日程, 地図, 地球
儀,企画〉
○ 匚観光 地域の形成 と変容」 く観光 開発,観光
地域 の地域問題, 持続的成長可能な観光→ｸﾞﾘｰ
ﾝﾂｰﾘ ｽﾞﾑ･ｪ ］ﾂｰﾘｽﾞﾑ･ 地域 の基幹産業 と観 光産
業 との共 生, 景観 保全〉
Ｏ「交 通」〈交通の発達 と耿 耿 交遊ﾚｰﾄ〉
○ 厂旅 行先の自然」〈気候 地形 〉
Ｏ「旅 行先 の文化 」く衣長 住 に関 わる異 文化 ，
伝統文化 の復興と保存〉
○ 匚旅 行と宗 教」く聖地 と巡礼，門前 町, 各 地
における宗 教の様子〉
Ｏ「産業」〈旅行先の産業,産業 遺跡〉
○ 厂貿易 」く交易 と旅 行,貿易 を通 し た日本 と
のつ ながり〉
Ｏ「旅 行 と国 家」く修 学旅 行，観 光地 の整 備 ，
東 欧の崩 壊〉
Ｏ「旅 行と歴史 」 く旅行 と病気 の歴史, 交易 と
旅行 の歴史, 旅行 の歴史, 旅行先 の歴史〉
世界
(地球)
Ｏ｢ 学 校 た





Ｏ｢ ‾ま ち た
んけん･ りょ













○ 匚た ん け
ん・ り ょこ
う先 の文化
( 自 分 の暮
ら しの様子
･との違い)｣









〈気 侯 地形 〉
Ｏ｢ 旅行先の文ｲﾋ｣
く衣食住 に関わ る異文 化，
伝統 文化 の復興 と保 存〉
○匚旅行と歴史｣






〈場所, 位置，日程, 地図, 企画〉
○厂旅行先 の自然」〈気 候,地形〉




持続 的成長 可能 な観 光→ 地域 の 基
幹産業 と観光 産業 との共生, 景観保
全〉 ）
Ｏ「 旅行 と歴史」 く旅行 と病気 の歴
蟲
｝
螽UjJIM 才の歴 史，旅行 の 歴史，
０「産業 」〈旅行先 の産業〉
Ｏ「旅行と国家」〈修学旅行〉
○ 屠 儒 傾引 〈場所,位蔗 日程,地図,企画〉
Ｏ「旅行先 の自然」〈気篌 地形〉
○ 厂旅 行先 の文化 」く衣査 住 に関 わる異文 化 ，
伝統文化 の復興 と保存〉
Ｏ「観光地 域の形成 と変 容」く観光開発, 観光迄
域の地域 問題, 持 続的成長 可能 な観光→ 地




行と歴史 」 く旅行 と病気 の歴史, 交易 と
旅行 の歴史, 旅行 の歴史, 旅行先 の歴史〉
○ 厂産業」〈旅行先 の産業 〉









く旅 行先 の衣食住 に関 わる
異文化 ，伝統 文化 の復興 と
保存〉
Ｏ｢ 旅行 と歴 史｣ く旅 行先 の
歴史〉
(○ 持続 的 成長 可 能 な観 光
→地域 の基 幹産業 と観 光産








Ｏ「旅行先 の自然」く野外 観察先 の気
候, 地形〉
Ｏ「 旅行先 の文化 」 く野 外観 察先 の
衣食住 に関 わる異文化, 伝統 文化 の
復興と保存〉
Ｏ「旅行 と歴史」〈野外観察先の歴史〉
○厂産業 」く野外観 察先 の産業, 産業
遺跡〉
○厂地域（まち）づ くり への参画」
Ｏ｢ 旅行計画｣ く巡検･野外 観察場所, 位 置，日
程, 地図, 企画〉
Ｏ｢ 旅行先 の自然｣ く巡検･ 野外観察先 の気 候，
地形〉








地域問題(21,  28, 31, 33), 観光現象(28,  30, 31), 観
光開発(28), 景観保全(28,  31), 旅行先の地域問題











る につ れて, 1980 年 代末 か ら1990 年代 初 め にか
けで 持続 的可能 な観光 の発 展” とい う理 念 が提
唱 さ れ， この理 念 の普及 の ため に， 観 光教 育 （観
光基礎教育と観光実務教育があり，一般の学校教育では，観光
現象の知識の習得が目標となる観光基礎教育が関係してくる。
引用者補足。） が強 調 さ れ は じめ た。 観 光 の 社会 的
重 大さを 考慮 すれ ば， そ の発展 は人 類 “みん な の
将 来” と密接 に関 わ る。」（安井, 1999, p｡49）と言 わ
れ る。 実 際，“持続 的可 能 な観 光 の発 展” は観光
地 理学， 観光学 等観 光現象 を研究 す る学 問で は重
要 な キ ーワードで あ る。地 理 的事象 を捉え て地理
的 ・合 理的 意志決定 す るのが最 終目 標 とす れ ば，
先 に抽出 した学習 テ ーマに “持続的可 能 な観光 の
発展” に関 わ るもの がない の は問題 であ る。 そこ
で， どん な時代精 神を もとに観光旅 行 の各 類型 が
生 じたか説 明 した クレバ ー ンの研究 を踏 まえ た葛
野(1996,  p｡124) の現代 観光 旅 行 の類 型化 と先 の学
習 テ ーマを基 に， 観光 地理学 及 び隣接諸 科学 の成
果10）も踏 まえ， 本 試案 で の「旅 行」 を活用 した地
理学 習 テ ーマを次 のよ うに設 定 した。
①厂旅行（た んけん･ り ょこう）（計画 と実 施）」く場 所，
位置 ，日程, 地 図，企画〉
② 匚場 所 への愛 着」 く通称 地名 の命 名，場 所 を介
した遊び〉
③ 「旅 行先 の自然」 〈気 候，地形, 土地 利用〉
④ 匚交 通」〈交通 の発達 と観光 現象, 交 通ルート〉
⑤ 匚産業」 く観光 した地 域 の産業 ，産業 ツー リズ
ム，産業遺 跡〉
⑥ 匚旅行先 の文 化」 く衣 食住 に関 わ る異 文化 ，伝
統文 化 の復 興 と保 存〉
⑦ 「‾旅 行 と歴 史 」く旅 行 と病 気 の歴史 ，交 易 と旅
行 の歴 史，そ の他 の旅 行 の歴史 ，観光 し た地域
の歴 史〉
⑧ 匚貿易」 く交 易 と旅 行，貿 易を 通 した 日本 と の
つ なが り〉
⑨ 匚観光地 域 の形成 と変 容」 く観光 開 発，観 光地
域 の地域 問題 ，持 続的成 長可 能 な観光 → グ リー
ンツ ーリズ ム･ エ コツー リズ ム･地域 の基幹 産業
と観光産業 との共 生, 景 観保全 〉
⑩ 匚旅 行先 の地域 問題」
⑩ 厂旅 行 と行 政」 く修学 旅行 ，観光地 の整備 ，国
立公 園 の成 立，東 欧 の崩 壊〉
⑩ 匚旅 行 と 宗 教 」 く聖 地 と 巡 礼 ，門 前 町 ， 各 地 に
お け る 宗 教 の 様 子 〉
⑩ 匚紀 行 」 〈 紀 行 文 ，旅 行 日 記 〉
⑩ 匚探 求 」 〈 成 長 物 語 ，人 と の 出 会 い 〉
① ～ ⑩ は 教 育 内 容 に 関 わ る テ ー マ で あ る 。 ⑩ ・
⑩ は 主 に 教 育 方 法 に 関 わ る テ ー マ と 匚成 長 物 語 」
と し て の 匚旅 行 」 独 自 の 教 育 内 容 に 関 わ る テ ー マ
で あ る 。 ① ～ ⑩ を 学 ぶ 中 で ⑩ と ⑩ を 学 ぶ カ リ キ ュ
ラ ム 構 成 を 考 え る 。 ① ～ ⑩ は 後 述 の 如 く ， 地 域 ，
日 本 （ 国 土 ）， 世 界 （ 地 球 ） そ れ ぞ れ か ら 学 ぶ 構
成 と す る 。
３　 発 達 段 階 ・ 配 列
安 彦(1993,  1996,  1997) は ， 基 礎 ・ 基 本 ・ 個 性
の 三 層 と 小 学 校 低 学 年 （1~3 年 ）・ 小 学 校 高 学 年
（4~6 年 ）・ 中 学 校 ・ 高 校 の 四 段 階 で 構 成 す る 三 層
構 造 ・ 四 段 階 の 学 校 カ リ キ ュ ラ ム を 提 唱 す る 。 低
学 年 は 匚基 礎 」（「『 基本』を学 ぶ上 での手段･ 道 具であり，
『基 本』を 学ぶ 中で強化 され たり 修正さ れたり する『小 学校三
～ 四年 まで の技能 と感覚 』」1996, p｡152) を 徹 底 さ せ る 。
高 学 年 は 基 本 （「‾『討論』 や『話し合 い』を活発 に行わせ，
『 実験』 や『観 察』を きちん と行 わせて， 論理 的思考を き たえ
る『概念 の理解』 と『方法 の習 得・適 応』, 1996,  pp.158-159)
に 焦 点 化 す る 。「Ｔ 自 分 の 存 在 の 在 り 方 ＝ 生 き 方 に
か か わ る ， 望 ま し い 自 分 へ 向 け て の 価 値 判 断 ・ 意
味 探 究 を 含 ん だ 主 観 的 ・ 主 体 的 な 心 の 働 き 』 を 核
に し 」(1993,  pp｡14-15) だ 個 性 は ， 中 学 校 で 「 個 性
探 求 」， 高 校 で 厂借 腟 伸 長 」 を 行 う
Ｏ
安 彦 の 考 え
は 小 学 校 低 （2 ・3 年）・ 高 学 年 （ ５・ ６年 ） を 担 任
し 中 学 校 経 験 も し た 筆 者 に は 納 得 で き る 。 西 脇
(1998, pp｡124-125) も ， 厂学 年 ご と に 細 分 化 し た シ ー
ク エ ン ス を 提 示 す る こ と は 困 難 を 伴 う 」 と 安 藤 他
(1989) を 反 省 的 に 踏 ま え ， 英 米 の ナ シ ョ ナ ル ・ ス
タ ン ダ ー ド も 参 考 に ， 四 段 階 の 試 案 を 提 示 し て い
る 。
本 試 案 も 四 段 階 で 基 礎 → 基 本 → 個 哇 の 配 列 を と
る 。 IV の 類 型 を 四 段 階 に 当 て は め る と ， 低 学 年 く
Ｖ〉 → 高 学 年 〈 Ⅵ〉→ 中 学 校 〈I ・Ｖ・VI 〉 → 高 等 学
校 〈Ｉ ・Ｈ・ Ⅲ・Ｖ・ Ⅵ〉 と な る 。 直 接 体 験 → 間 接 体
験 ， 感 覚 の 育 成 → 技 能 育 成 ， 感 覚 の 育 成 → 価 値 の
形 成 ， の 流 れ が 看 取 で き ， こ の 流 れ を 試 案 に 組 み
込 む こ と に す る
Ｏ


































































人 との出会いから 匚生き方」 を学 ぶ「旅行」 の
厂成長物語」としての学びを組み込む。
Ｖ　 終 わ り に
匚旅 行 」 を テ ー マ に 一 貫 カ リ キ ュ ラ ム を 構 成 す
る 際 ， ｉ 他 の 主 要 テ ー マ も 射 程 に 入 れ て い る か ，
ii 各 校 種 ご と の 課 題 を ク リ ヤ ー し て い る か ， が 問
わ れ た 。
ｉ を 次 の よ う に 考 え た 。 テ ー マ ① ～ ⑩ は ， 匚地
理 教 育 の 基 本 的 目 標 を 実 に 簡 潔 明 瞭 に 提 示 し た 」
（中山, 1991,  p｡57） 米 国 地 理 教 育 復 興 運 動 の ５大 テ ー
マ （「位置」「場所」「場 所内の人間 と自然 環境と の相互 依存関
係」「移動」「地域」）12）を 包 摂 す る 。 匚位 置 」 は ① ，「 場
所 」 は ② ・ ③ ・ ⑤ ・ ⑥ ・ ⑦ （観 光した地域 の歴史） ・
⑧ ・ ⑩ ，「‾環 境 」 は ③ ・ ⑥ ・ ⑦ （観光し た地域 の歴史 ）
・ ⑨ ，「‾移 動 」 は ① ・ ④ ・ ⑧ （交 易 と旅 行）， 匚地 域 」
は ③ ・ ⑩ ・ ⑩ と 対 応 す る 。 本 試 案 は 単 に 厂観 光 」
よ る 系 統 的 学 習 で な く ， 地 理 の 主 要 テ ー マ が 統 合
可 能 な 学 習 で あ る 。 こ れ は ， 旅 行 の 実 務 と 研 究 に
携 わ る 駒 形(2001, p.53) の 匚政 治 と 宗 教 ， そ し て
経 済 が 歴 史 の 中 で つ な が っ て 経 緯 が そ れ ぞ れ に あ っ
て そ れ を ツ ー リ ス ト と し て も 認 識 す べ き 」 と い う
意 見 を 考 え る と ， 特 に 重 要 で あ る 。 匚旅 行 」 は 優
れ て 総 合 的 な 活 動 な の で あ る 。 さ ら に ５ 大 テ ー マ
に な い ① の 匚企 画 」 や ⑩ ・ ⑩ も あ る 。 ① の 厂企 画 」
と⑩ は今 後よ り求 め られるプ レゼ ンテー ショ ン能
力 等 に関 わる。 非 日常 空 間で の数 々 の問題解 決過
程 とい う 匚旅 行」 の本質 （「成長物語」としての「旅」）
か ら来 る⑩ は， 当 事 者性 の高 い真 正 の学 びと密
接に関連 し「旅 行」を 活用して こその学 びであ る。
厂旅」 の 匚成長 物語 」 の過程 を疑 似的 に 体験 し だ
の が，（Ⅵ）匚シ ミュ レー ション旅行法 」で ある。
iiを次 のよ うに考え た。 まず， Ｉ で紹介 した小ヽ
学校 社会科 で問 われ る ６つ の問題点 をど う考え た
か述 べ る。（1）と（4）は表 裏一体 であ る。 低学 年か ら
世 界を学習 し，世 界 の学 習 の比重を 増す構 成 とし
た。（1）と（2）よ り， 匚児 童 の地 理 的興 味 ・関心 と，
小 学校 の学 習 内 容 が乖 離」（篠原, 1993, p｡83）し，
（3）が派 生 す る と さ れ る。 伊 藤 （2000，p ユ48）は，
厂自 己 の生 き方 と関 わ る形で 知 識を 獲得 し てい く
契 機」 にな りえ る ことが産業 学習 を ５年生 が学 ぶ
厂意味」 であ ると しつ つ も， 匚国土 の アウト ライ ン
を把 握させ るカリキュ ラム」 の必要性 も指 摘し た。
そ こで， 山 口(2002,  p. 126)の 「‾地 誌的 アプ ロ ーチ
を 基盤 に据え なが ら主題 的 アプ ロ ーチを併用」 し
「小学 校 ５年 生社 会 科を 『国土 ・ 産業 学 習 』 とし
て再 編成 」 す る案を とっ た。 こ れで， 平 成10 年
度学習指 導要 領 の改訂 によ り地誌 学習 の性 格が薄
弱 となった 中学校 社会科地 理的 分野 の補強 と一貫
性 が図 ら れ，（5に 対 処 で きる と考 え た。 匚旅行 ）
の活用 で可 能な限 り 「‾子 供 に未知 の世界 への夢を
かきたてるような魅力ある地誌の授業」を 匚国土 ・
産業学 習」 に取 り込 められ る。以 上 の ことより（6）
の是正 を図 った。 世界像 の基 礎構造形 成 のた めの
地 名 教育 の重 視 は， 国土 の アウト ライ ン把 握 の点
か ら重 要で あ る。 経験論 的 に言 え ば， 記憶 を厭 わ
ない小 学校 ４年生 で， 自分達 が住む地 方 の諸 県名
と県庁所 在地名 ，政令指定都市名を把 握させ たい。
Ｈで述 べた中 ・高校 の課題を ど う考え たのか述
べ る。 中 ・高校 の ポイ ント は， 生涯学 習社 会を視
野 に入 れ地 理を学 び続 ける力を 付 ければ，生 徒 の
国土 像や世 界像 が形成 されて い くか否 かで あ る。
作業 的 ・体 験的学 習が表 層的 な学習 に終始 し，生
徒 の国土像 や世界 像形成 の端 緒に もな らない との
危惧 か らの疑義 が呈せ られて いた。 とす れば中 ・
高校の課 題は，豊かな地理学習を保証する作業 的・
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